
無名橋125



町道白地4号線(無名橋125)橋梁補修工事

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

単　位

全　  　葉中の内　 

白地4号線

岩美町大字白地　地内

ｍｍ図示

岩美町 建設水道課

無名橋125 補修対策工一般図

無名橋125 補修対策工 一般図

※ 注記

①現況一般図は、既往図書によるものではなく
 限りなく近接して形状を測定し作図したもので
 あるが、施工時は事前に現地を再確認(再計測)
 し、必要に応じて適宜修正を行うこと。

②塗り替え塗装箇所については、事前に高圧洗浄
を行い、錆等を洗い流すこと。

③高圧洗浄を行う際は、汚濁処理に留意すること。
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橋　長　9820

25 桁　長　9770 25

282 支間長　9278 211

282 支間長　9278 211

S=1:30平 面 図

S=1:30断 面 図

上流側 下流側

1-1 2-2

S=1:30側 面 図

起点側 終点側

桁端部 中央部

起点側 終点側

止水シール工後付け水切り装置設置工 シールコンクリート補修工

Rc-Ⅲ塗装

サビシャット＋Rc-Ⅲ塗装 サビシャットスプレー
RC-Ⅲ塗装系

サビシャット＋Rc-Ⅲ塗装

マグネライン

止水シール工

サビシャットスプレー
RC-Ⅲ塗装系

サビシャットスプレー
RC-Ⅲ塗装系

止水シール工

止水シール工

マグネライン

サビシャット＋Rc-Ⅲ塗装

サビシャットスプレー
RC-Ⅲ塗装系

サビシャット＋Rc-Ⅲ塗装

Rc-Ⅲ塗装

マグネライン

サビシャットスプレー
RC-Ⅲ塗装系

後付け水切り装置設置工

後付け水切り装置設置工

排水管補修工

後付け水切り装置設置工

シールコンクリート補修工
※遊間部のポリブタジエン系
弾性シール材を用いた簡易補修

撤去

排水管補修工

後付け水切り装置設置工

撤去

サビシャット＋Rc-Ⅲ塗装 Rc-Ⅲ塗装

サビシャットスプレー
RC-Ⅲ塗装系

サビシャットスプレー
RC-Ⅲ塗装系

マグネラインマグネライン

φ120㎜

伸縮目地地覆 地覆

中間床板・主桁・中間横桁

中間床板・主桁・端横桁 主桁上面接合部 中間床板・主桁・端横桁

地覆側面・張出床板

伸縮目地

支承支承

伸縮目地

伸縮目地

地覆側面・張出床板

中間床板・主桁・端横桁

主桁上面接合部

中間床板・主桁・端横桁

中間床板・主桁・中間横桁

地覆側面・張出床板

主桁上面接合部

地覆

地覆

φ120㎜

排水装置

地覆

地覆

取付金具

排水装置

地覆

取付金具

中間床板・主桁・端横桁 中間床板・主桁・中間横桁

主桁上面接合部

主桁上面接合部

地覆側面・張出床板地覆側面・張出床板



路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

単　位

全　  　葉中の内　 

白地4号線

岩美町大字白地　地内

ｍｍ図示

岩美町 建設水道課

無名橋125 塗替塗装工図(その１)

G1

下流側

上流側

上フランジ下面

下フランジ上面

下フランジ下面

下流側

上流側

上フランジ下面

下フランジ上面

下フランジ下面

S=1:30展 開 図
(主桁)

G2

A2

A1 A2

上フランジ上面

上フランジ上面

端部塗装
1300

端部塗装
2200

端部塗装
2100

端部塗装
2500

中間部塗装
5135

中間部塗装
6125

RC-Ⅲ塗装系

A1

サビシャット＋RC-Ⅲ塗装系

サビシャット＋RC-Ⅲ塗装系

サビシャット＋Rc-Ⅲ塗装系

サビシャット＋Rc-Ⅲ塗装系

サビシャット＋RC-Ⅲ塗装系

サビシャット＋RC-Ⅲ塗装系

サビシャット＋RC-Ⅲ塗装系

RC-Ⅲ塗装系

RC-Ⅲ塗装系

サビシャット＋RC-Ⅲ塗装系サビシャット＋RC-Ⅲ塗装系 サビシャット＋RC-Ⅲ塗装系

RC-Ⅲ塗装系

サビシャット＋RC-Ⅲ塗装系

サビシャット＋RC-Ⅲ塗装系

RC-Ⅲ塗装系サビシャット＋RC-Ⅲ塗装系

サビシャット＋RC-Ⅲ塗装系

サビシャット＋RC-Ⅲ塗装系

サビシャット＋RC-Ⅲ塗装系

サビシャット＋RC-Ⅲ塗装系

サビシャット＋RC-Ⅲ塗装系

サビシャット＋RC-Ⅲ塗装系

サビシャット＋RC-Ⅲ塗装系

RC-Ⅲ塗装系

RC-Ⅲ塗装系

サビシャット＋RC-Ⅲ塗装系

サビシャット＋RC-Ⅲ塗装系

サビシャット＋RC-Ⅲ塗装系

サビシャット＋Rc-Ⅲ塗装系

サビシャット＋Rc-Ⅲ塗装系

サビシャット＋Rc-Ⅲ塗装系

サビシャット＋Rc-Ⅲ塗装系

サビシャット＋Rc-Ⅲ塗装系

起点側 終点側

起点側

G1G2

終点側

G1 G2

G1G2G1 G2

S=1:30側 面 図
(端横桁⑤)

(中間横桁⑩)
側 面 図 S=1:30

9735

9625

⑩　1 H-250×125×6×9×1775 <NET95%>
    6 HTB-M20×55

⑥  8 PL-90×10×430

①　1 H-450×200×9×14×1300

   12 HTB-M20×55

⑤　2［-250× 90×9×13×1960[NET99%]

注) ( )内の数値は下フランジとウェブを、[ ]内のNET率は

　　ウェブを、< >内のNET率は上下フランジを表す。

⑦　4 Base PL-200×360×10

⑧　2 H-450×200×9×14×6125

②　1 H-450×200×9×14×2200

③　1 H-450×200×9×14×2100

④　1 H-450×200×9×14×2500

⑪  2 PL-90×10×430
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支承構造図⑦ S=1:10

g g

g-g
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無名橋125 塗替塗装工図(その１)
(主桁・端横桁・支承)
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⑪

⑪
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75

⑧　2 H-450×200×9×14×5135

凡例）

:中央部塗装仕様

:端部塗装仕様

※ 注記

①現況一般図は、既往図書によるものではなく
 限りなく近接して形状を測定し作図したもので
 あるが、施工時は事前に現地を再確認(再計測)
 し、必要に応じて適宜修正を行うこと。

②塗り替え塗装箇所については、事前に高圧洗浄
を行い、錆等を洗い流すこと。

③高圧洗浄を行う際は、汚濁処理に留意すること。

④汚濁処理として、沈砂池を設ける。

⑤ケレン作業後、板厚減少が著しい場合は、調査
職員と協議を行い、FRPシートや金属パテ等の補
修対策を検討すること。
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町道白地4号線(無名橋125)橋梁補修工事



路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

単　位

全　  　葉中の内　 

白地4号線

岩美町大字白地　地内

ｍｍ図示

岩美町 建設水道課

無名橋125 塗替塗装工図(その２)

G1 G2

S=1:30展 開 図
(桁下透視展開図)

無名橋125 塗替塗装工図(その２)

S=1:30側 面 図

起点側 終点側

25 床 板 長　9765(9800) 20

白地川

A1 A2

7
5
2
4
0

3
1
5

張出床板
マグネライン
A=9.010㎡
※CAD求積より

床板端部
サビシャット＋Rc-Ⅲ塗装
A=2.047㎡
※CAD求積より

床板端部
サビシャット＋Rc-Ⅲ塗装
A=1.734㎡
※CAD求積より

中間床板
Rc-Ⅲ塗装
A=20.611㎡
※CAD求積より

張出床板
マグネライン
A=8.934㎡
※CAD求積より

地覆側面
マグネライン
A=2.592㎡

A1 A2

S=1:30断 面 図

CL

上流側 下流側

250 2500 250

3000

4
5
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5

650 1700 650

3000

φ120㎜

桁端部 中央部

7
6
5

2
4
0

中間床板・主桁・端横桁
サビシャット＋Rc-Ⅲ塗装

中間床板・主桁・中間横桁
Rc-Ⅲ塗装

主桁上面接合部
サビシャットスプレー
RC-Ⅲ塗装系

主桁上面接合部
サビシャットスプレー
RC-Ⅲ塗装系

地覆側面・張出床板
マグネライン

地覆側面・張出床板
マグネライン

1 1

2 2

構造物中心線
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2
0
0

5
5
0

3
0
0
0

16033

床板(主桁上面接合部)
サビシャット＋Rc-Ⅲ塗装
A=3.201㎡
※CAD求積より

床板(主桁上面接合部)
サビシャット＋Rc-Ⅲ塗装
A=3.224㎡
※CAD求積より

16257

(床板・地覆側面)

注）(  )内の数値は、下流側床板長の数値を表す。

1387
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1154

※ 注記

①現況一般図は、既往図書によるものではなく
 限りなく近接して形状を測定し作図したもので
 あるが、施工時は事前に現地を再確認(再計測)
 し、必要に応じて適宜修正を行うこと。

②塗り替え塗装箇所については、事前に高圧洗浄
を行い、錆等を洗い流すこと。

③高圧洗浄を行う際は、汚濁処理に留意すること。

④汚濁処理として、沈砂池を設ける。

⑤ケレン作業後、板厚減少が著しい場合は、調査
職員と協議を行い、FRPシートや金属パテ等の補
修対策を検討すること。

町道白地4号線(無名橋125)橋梁補修工事



　200g/m2

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

単　位

全　  　葉中の内　 

白地4号線

岩美町大字白地　地内

ｍｍ図示

岩美町 建設水道課

無名橋125 塗替塗装工図(その３)

(桁端部塗装) (中央部塗装)

S=1:10主桁詳細図

サビシャット＋RC-Ⅲ塗装系
(上・下フランジ,ウェブ)

サビシャット＋RC-Ⅲ塗装系
(上フランジ)

RC-Ⅲ塗装
(下フランジ,ウェブ)

S=1:10横桁詳細図

(桁端部塗装) (中間横桁塗装)

サビシャット＋RC-Ⅲ塗装系
(補剛材)

サビシャット＋RC-Ⅲ塗装系
(横桁)

RC-Ⅲ塗装系
(補剛材)

RC-Ⅲ塗装系
(横桁)

S=1:30断 面 図

CL

上流側 下流側

250 2500 250

3000

4
5
0

7
5

650 1700 650

3000

φ120㎜

桁端部 中央部

7
6
5

2
4
0

主桁上面接合部
サビシャットスプレー
RC-Ⅲ塗装系

主桁上面接合部
サビシャットスプレー
RC-Ⅲ塗装系

地覆側面・張出床板
マグネライン

地覆側面・張出床板
マグネライン

1 1

2 2

中間床板・主桁・端横桁
サビシャット＋Rc-Ⅲ塗装

中間床板・主桁・中間横桁
Rc-Ⅲ塗装

無名橋125 塗替塗装工図(その３)
(詳細図)

塗装工程

素地調整

塗料名

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

使用量

(g/m )

200

200

140

120

塗装間隔

4時間以内

1日～10日

1日～10日

1日～10日

 Rc-Ⅲ塗装仕様

下　塗

下　塗

中　塗

上　塗

塗膜除去工(塗膜剥離剤)＋2種ケレン

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

塗装工程

素地調整

塗料名

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

使用量

200

200

140

120

塗装間隔

4時間以内

1日～10日

1日～10日

1日～10日

下　塗

下　塗

中　塗

上　塗

塗膜除去工(塗膜剥離剤)＋2種ケレン

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

サビシャット下処理

Rc-Ⅲ塗装系+サビシャット塗装仕様

2時間～3日
100

2

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗 200
1日～10日

下　塗

(g/m )2

S=1:10S=1:10

塗装工程

素地調整

塗料名
使用量

(g/m )

140

120

塗装間隔

4時間以内

1日～10日

1日～10日

1日～10日

マグネライン

中　塗

上　塗

塗膜除去工(塗膜剥離剤)＋2種ケレン

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

2

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗 200

1日～10日

下　塗

下地処理 ディスクサンダー

不陸修正 マグネラインタイプⅠ 2070

―

200

S=1:10
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※ 注記

①現況一般図は、既往図書によるものではなく
 限りなく近接して形状を測定し作図したもので
 あるが、施工時は事前に現地を再確認(再計測)
 し、必要に応じて適宜修正を行うこと。

②塗り替え塗装箇所については、事前に高圧洗浄
を行い、錆等を洗い流すこと。

③高圧洗浄を行う際は、汚濁処理に留意すること。

④汚濁処理として、沈砂池を設ける。

⑤ケレン作業後、板厚減少が著しい場合は、調査
職員と協議を行い、FRPシートや金属パテ等の補
修対策を検討すること。

対象鋼材

素地調整2種ケレン

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

　200g/m2 3回

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

　140g/m2

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

　120g/m2

 (Rc-Ⅲ塗装系)

塗装模式図

対象鋼材

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

　200g/m2 2回

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗
　140g/m2

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗
　120g/m2

 (Rc-Ⅲ塗装系+サビシャット)

塗装模式図

対象鋼材

素地調整2種ケレン

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

　140g/m2

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

　120g/m2

(マグネライン)

塗装模式図

素地調整2種ケレン

サビシャット　100g/m2 ディスクサンダー(下地処理)

マグネラインタイプⅠ(不陸修正)

町道白地4号線(無名橋125)橋梁補修工事



路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

単　位

全　  　葉中の内　 

白地4号線

岩美町大字白地　地内

ｍｍ図示

岩美町 建設水道課

無名橋125 水切り装置設置工図

無名橋125 水切り装置設置工図

A1 A2

白地川

ウォーターカッター(側面用) L=9750

ウォーターカッター(側面用) L=9850-50×4=9650

S=1:30平 面 図

50

ウォーターカッター(側面用)

ウォーターカッター(側面用)

50 50 50

構造物中心線
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※ 注記

①現況一般図は、既往図書によるものではなく
 限りなく近接して形状を測定し作図したもので
 あるが、施工時は事前に現地を再確認(再計測)
 し、必要に応じて適宜修正を行うこと。

S=1:5断 面 図

35

2
0

（上流側）

35

S=1:5断 面 図
（下流側）

ウォーターカッター(側面用)

ウォーターカッター(側面用)

桁端部

桁端部

2
0

詳細図 S=1:1

35

2
0

ウォーターカッター(側面用)

水切り設置工数量表
名　　称 規　　格 単位

（1橋当り）

m水切り設置工 ウォーターカッター(側面用)

数　量

19.400

備　　考

取り付け台,エポボンドEB-1CHを含む

町道白地4号線(無名橋125)橋梁補修工事



路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

単　位

全　  　葉中の内　 

白地4号線

岩美町大字白地　地内

ｍｍ図示

岩美町 建設水道課

白地川

無名橋125 伸縮目地止水シール工図

S=1:10A-A 断面図

S=1:10B-B 断面図

軟質バックアップ材（ポリエーテル系）

弾性シール材（ポリブタジエン系）

軟質バックアップ材（ポリエーテル系）

弾性シール材（ポリブタジエン系）

3500

3350

S=1:30平 面 図

無名橋125 伸縮目地止水シール工図

A1 A2
A

A

B

B

3350
35
00

伸縮目地止水シール工伸縮目地止水シール工

構造物中心線

※ 注記

①現況一般図は、既往図書によるものではなく
 限りなく近接して形状を測定し作図したもので
 あるが、施工時は事前に現地を再確認(再計測)
 し、必要に応じて適宜修正を行うこと。

ポリブタジエン系弾性シール材品質規格
項　　目 規　　格

10±5

350以上

硬度

破断時の伸び

最大引張応力

試験方法

JIS K 7312

単位

%

度

JIS K 5758

JIS K 575880以上

50%圧縮応力 % JIS K 6767

3以内硬化時間 日 硬化安定化までの日数

3以下スランプ mm JIS K 1439

kN/m2

100±50
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50
3
0

弾性シール材
（ポリブタジエン系）

プライマー
（ウレタン系）

軟質バックアップ材
（ポリエーテル系）

プライマー
（ウレタン系）

伸縮目地止水シール工詳細図 S=1:1

遊間25

橋面舗装

町道白地4号線(無名橋125)橋梁補修工事



路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

単　位

全　  　葉中の内　 

白地4号線

岩美町大字白地　地内

ｍｍ図示

岩美町 建設水道課

白地川

無名橋125 排水管補修工図

無名橋125 排水管補修工図

S=1:30平 面 図

1876 6200 1647

1729 6400 1678

3
3
0

3
3
0

3
3
0

3
3
0

Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ

A1 A2

構造物中心線

　　 9　　　　　　7

※ 注記

①現況一般図は、既往図書によるものではなく
 限りなく近接して形状を測定し作図したもので
 あるが、施工時は事前に現地を再確認(再計測)
 し、必要に応じて適宜修正を行うこと。

A部詳細図 S=1:4

②

②

φ114

5 φ89.1 5

a-a 断面図

①

φ114

5 φ89.1 5

φ12×20長孔(VP管側)

φ12孔(既設管側)

aa

①

4
5

4
5

1
0

1
0
0

S=1:4

配管設置図 S=1:20

下流側 上流側

配管撤去図 S=1:20

下流側 上流側

撤
去

 
L
=
7
0
0

Ⅰ
 
既

設
排

水
管

撤
去

 
L
=
7
0
0

Ⅰ
 
既

設
排

水
管

取付金具撤去 L=280取付金具撤去 L=280

320 1700 320

A部 A部

①　4-VP φ100×830

②  8-B.N.2W  M10×35

320 1700 320

V
P
 
φ

1
0
0
×

8
3
0

Ⅰ
排

水
管

1
0

2
0
0
以

上

2
0
0
以

上

V
P
 
φ

1
0
0
×

8
3
0

Ⅰ
排

水
管

1
0

町道白地4号線(無名橋125)橋梁補修工事



路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

単　位

全　  　葉中の内　 

白地4号線

岩美町大字白地　地内

ｍｍ図示

岩美町 建設水道課

白地川

無名橋125 舗装打替え工図

S=1:5A部詳細図

4
0

2
0
0

表層（再生密粒度As　t=4cm）

路盤（粒度調整砕石 M-30　t=20cm）

a a

円形型枠φ100（ボイド 切断加工）
N=1箇所

2
4
0

路盤（粒度調整砕石 M-30　t=20cm）

円形型枠φ100（ボイド 切断加工）
N=1箇所

a-a断面 S=1:5

A＝0.054 m2
※CAD求積より

無名橋125 舗装打替え工図

S=1:30平 面 図

A1 A2
A

A

3350
41
08

A＝2.130 m2
※CAD求積より

舗装版切断工
L=600 mm

A＝0.054 m2
※CAD求積より

舗装版切断工
L=4108 mm

舗装版切断工
L=600 mm

円形型枠φ100（ボイド 切断加工）
N=1箇所

※ 注記

①現況一般図は、既往図書によるものではなく
 限りなく近接して形状を測定し作図したもので
 あるが、施工時は事前に現地を再確認(再計測)
 し、必要に応じて適宜修正を行うこと。

②型枠ボイドについては施工時、半円形状に
 加工する必要がある。

構造物中心線
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名　　称 単位 数　量 備　　考

アスファルト舗装工数量表
（1橋当り）

規　　格

名　　称

舗装版破砕　

規　　格 単位

舗装版破砕工数量表
（1橋当り）

がれき類

m
3

t

殻運搬

殼処分

m
2

舗装版破砕工 t=4cm

数　量

2.130

0.085

備　　考

名　　称 単位

舗装版切断工数量表
（1橋当り）

m舗装版切断工

備　　考数　量

アスファルト舗装(車道部)

表層 再生密粒度As　t=4cm
プライムコート

2.185m
2

規　　格

t=4cm 5.308

0.200

路盤 粒度調整砕石 M-30　t=20cm m
2

0.054

起点側取付道路

型枠 円形型枠φ100（ボイド） 箇所 1

起・終点側取付道路

終点側取付道路(A部のみ)

起点側取付道路

起点側取付道路

ボイド　切断加工

S=1:10A-A 断面図

下流側 上流側
4108

4
0

白地川

路盤（粒度調整砕石 M-30　t=10cm）

40
10

01
4
0

表層(再生密粒度アスコン　t=4cm)

表層（再生密粒度As　t=4cm）

A1橋台

舗装構成　S=1:10

A部

町道白地4号線(無名橋125)橋梁補修工事



路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

単　位

全　  　葉中の内　 

白地4号線

岩美町大字白地　地内

ｍｍ図示

岩美町 建設水道課

無名橋125 吊り足場工（参考図）

無名橋125 吊り足場工（参考図）

CL

断　面　図

Ｓ＝１：３０

桁端部 中央部

A1 A2

施工時水位

A=37.030m2

構造中心線

A1 A2

平　面　図

側　面　図

白地川

起 点 側 終 点 側

起 点 側 終 点 側

下
 
流

 
側

上
 
流

 
側

上 流 側 下 流 側

白地4号線
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※ 注記

・現況一般図は、既往図書によるものではなく
 限りなく近接して形状を測定し作図したもので
 あるが、施工時は事前に現地を再確認(再計測)
 し、必要に応じて適宜修正を行うこと。

橋　長　9820

25

211

25桁　長　9770

282 支間長　9278

吊足場

2525 桁　長　9770

橋　長　9820

3000

2500250 250

支間長　9278282 211

吊足場

13
0
0

1500

800

1500

800

町道白地4号線(無名橋125)橋梁補修工事


